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要旨
ワイン製造に使われた葡萄ピオーネ皮部をエチルアルコール_水で抽出、濃縮してジュースを作
製した。このジュースはアミノ酸および抗酸化物質を豊富に含むことがわかった。そこで、本ジュ
ースを利用した機能性食品の開発を目的として、ヒトへの影響を調べるため、飲用試験を行った。
その結果、健康への好影響が示唆される美味しいジュースであることがわかった。
1．緒言
ピオーネ(pione，ｌﾉﾉﾉﾉｓ/abr"scaBa〃eJ′)は日本で交配され、改良された葡萄である。日本国内
では年間２０，６００トン、そのうち岡山県では８，０１０トンが生産されている’)。一般にピオーネの皮部
は、実と一緒に食べられている。しかしながら、ワイン製造や加工食品では、ピオーネの皮部は通
常廃棄されている。著者らは、大量に廃棄されるピオーネ皮部に注目し、皮部を有効利用する目的
で研究を始めた。Fuhrmanらは、葡萄の皮部には抗酸化活性を持つポリフェノールが豊富に含まれ
るとと２)を報告している。また、我々もピオーネ皮部にエタノールを加え濃縮抽出液を作製して、
その液がアミノ酸を豊富に含み、高いラジカル消去活性を持つことを明らかにしてきた３)。本研究
では、この抽出液よりジュースを作製し、ヒト飲用試験を行って健康への効果を調べたので報告す
る。
２方法
2-1．ピオーネ皮部から抽出液の作製とヒト試験用ジュースの調製
ピオーネ皮部を５０％エタノールに漬け７２時間静置し抽出した。アルコール含有抽出液を減圧濃
縮し、アルコールをほぼ完全に除いた濃縮ピオーネ皮抽出液(以降、皮抽出液と略す）を作製した。
皮抽出液は低温殺菌(65℃，３０分）して、ジュース作製まで冷蔵保存した。ヒト試験に必要なピオー
ネ皮ジュースとコントロールジュースは皮抽出液と市販グレープ濃縮果汁５５HＰ（坂本香料，東京）
を使って、それぞれ作製した。比較的長期にわたるヒト飲用試験を行うため、ピオーネ皮ジュース
は皮抽出液に水、濃縮果汁、糖類を加えて味を調節した。コントロールジュースは濃縮果汁、糖類、
クエン酸を加えてピオーネ皮ジュースとほぼ同じＰＨと味に調製した。
2-2．試験用ジュースの分析
アミノ酸はL-8500型アミノ酸分析計（日立、東京)で分析した。アントシアニン濃度は５３８ｎｍで
のＨPLC分析で、keracyaninchloride（cyanidin-3-O-rutinosidechloride，ExtrasyntheseS.Ａ，
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France）を標準物質として求めた。ポリフェノール濃度はFolin-Ciocalteu試薬を使って、没食子
酸濃度として求めた４)。Ll-Diphenyl-2-picrylhydrazyl（DPPH）活性はＢｌｏｉｓの方法で測定し､DppH
ラジカルがスカベンジングされるＤｐｐＨ濃度として表示した５．６)。
2-3．ヒトでの飲用試験
ピオーネ皮抽出液のヒトの健康への影響を調べる目的で、岡山大学疫学研究倫理委員会の承認
［「ピオーネ皮抽出液のヒト試験」申請代表者：益岡典芳(岡山大学大学院医歯学総合研究科)承認
2004年８月２４日］を受けて飲用試験を行った。このヒトによる飲用試験は、８週間（2004年１０月
から１２月まで)、大学生ボランティア５７名（18-26歳，男性２６名，女性３１名）で行った。
同意を得た学生を無作為２群割付により、ピオーネ皮ジュース飲用群(皮飲用群と略す）とコント
ロールジュース飲用群（コントロール群と略す）に分け、皮飲用群はピオーネ皮ジュースを、コント
ロール群はコントロールジュースを１日l80ml任意の時間に５６日間飲用した。被験者・調査員に
被験者の群分けについて告知しない二重盲検試験で行った。ジュース飲用前と飲用後において、体
重、身長、体脂肪率、加速度脈波、血圧の測定を行った。加速度脈波は加速度脈波計SDP-lOO（フク
ダ電子、東京)で測定した。また、血液、尿を採取して、血液中のアスパラギン酸アミノトランス
フェラーゼ(AST)活性、過酸化脂質、総コレステロール、HDL－コレステロール、中性脂肪、遊離脂
肪酸、尿酸、血液流動性と尿中の８－hydroxy-2'一deoxyguanosine（８－０ＨｄＧと略すルクレアチニン
を測定した。また、被験者の食生活の影響因子を調べる目的で食事調査（３日間を２回）を行い、
各ジュース飲用の感想についてはアンケート調査（１回）を行った。
3．結果
3-1．ピオーネ皮部から抽出液と試験用ジュースの調製
ワイン製造に使われたピオーネ皮部（サッポロワイナリー、岡山県赤磐郡、冷凍保存）湿重量２２０
ｋｇを５０％エタノール４０ＯＬに漬け７２時間静置し抽出した。アルコール含有抽出液を減圧濃縮し
た。皮抽出液のアルコール含量は０．６５％で、ｌ５２Ｌ得られた。
最終的に作製した試験用ジュースの組成を表Iに示した。作製したピオーネ皮とコントロールジ
ュースでは、色の濃さに違いがあるので有色瓶(青色）につめることで、差を目立たなくした。ピオ
ーネ皮とコントロールジュースのアミノ酸分析を表２に示す。コントロールジュースと比べて皮ジ
ュースはアミノ酸が豊富で、特にアルギニン、アラニン、γ‐アミノ酪酸（GABA）が高濃度であっ
た。抗酸化活性とｐＨを表３に示した。皮ジュースは高い抗酸化活性を持っていた。
表１飲用試験用のジュースの組成
コントロールジュース（%）ビオーネ皮ジュース（%）
ビオーネ皮抽出液
グレープ濃縮果汁
フルクトース
スクロース
アスコルピン酸
クエン酸
水
2００ 
２．０ 
２．０ 
０．５ 
０．０５ 
２．０ 
２．０ 
０．５ 
０．０５ 
０１ 
９５．３５ 75.45 
3-2．ヒトでの飲用試験
ヒト試験は最終的に皮飲用群２９名コントロール群２７名のデータが得られた。(試験データ回収率
９８％）各群の体脂肪率、血圧、加速度脈波測定、血液中のＡＳＴ、過酸化脂質、総コレステロール、
HDL‐コレステロール、中性脂肪、遊離脂肪酸、尿酸、血液流動性測定、尿中の８－OHdG／クレアチ
ニンの測定結果を表４に示した。
アンケート調査では、飲酒、喫煙、運動、サプリメント・果汁・緑茶、緑黄野菜、果物の摂取に
ついては、皮飲用群とコントロール群の差はなかった（データ不掲載)。また、皮飲用群とコントロ
ール群の１日の栄養素等摂取量を比較すると、皮飲用群のビタミンＢ,，Ｃおよび多価不飽和脂肪酸
3５ ピオーネ皮部を使ったジュースの健康への影響
の摂取量が有意に少ないことが明らかになった(表５）。ビタミンＢ,および多価不飽和脂肪酸の摂取
量の差は小さく、皮飲用群のビタミンＣ平均摂取量は推奨量（100ｍｇ／日）に達していることから、コ
ントロール群を皮飲用群の対照として使用した。試験用ジュースの味についてのアンケート調査の
結果を図１に示した。ピオーネ皮ジュースが美味しい、まあまあ美味しいと答えた被験者は６割強
であった。
表２ジュースのアミノ酸含有量(ILmoles/L）
アミノ酸コントロールジュースピオーネ皮ジュース
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表３ジュースの抗酸化活性とｐＨ
コントロールジュースビオーネ皮ジュース
アントシアニン
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スカベンジング活性
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*アントシアニン濃度（keTacyaninとして）。
**ボリフェノール濃度（没食子酸として)。
**＊DPPＨラジカルがスカベンジングされる濃度。
4．考察
ピオーネ皮抽出液は、ＧＡＢＡの含有量が多く抗酸化活性が高いので、その抽出液の飲用はヒトの健
康へ及ぼす影響が期待される。ヒトで飲用試験を行うため、ワイン製造で生じるピオーネ皮にアル
コールを加え抽出液を作り、濃縮した皮抽出液を作製した。皮抽出液は味覚的に高濃度過ぎるので、
長期間の飲用に適するように皮抽出液を希釈してピオーネ皮ジュースを調製した（表１）。ピオー
ネ皮ジュースはコントロールジュースと比較して、アラニン，GABA，アルギニンなどのアミノ酸類
を豊富に含んでいた(表２）。抗酸化活性成分のアントシアニンは約２．４倍、ポリフェノールは約３．６
倍多く含んでいた（表３)。DPPＨラジカル消去活性も約３．３倍高い抗酸化活性を示した。また、こ
こでアントシアニン濃度とポリフェノール量を比較すると、皮ジュースにはアントシアニン以外の
ボリフェノール抗酸化成分（カテキン、フラボン、タンニンなど）を含むことが示唆された。
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表４飲用試験前後の検査値ａ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ群 皮飲用群
検査項目名 試験開始前
（n＝２７） 
試験終了時
（､二27）
試験開始前
（n＝29） 
試験終了時
（n=29） 
体脂肪率(%）
最大血圧(mmHg）
最小血圧(mmHg）
加速度脈波計値(age）
AST（ID/L） 
過酸化脂質（nmol/L）
総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ(､g/dL）
HDL－ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ(mg/dL） 
中性脂肪(mg/dL）
遊離脂肪酸(mEq/L）
尿酸(mg/dL）
血液流動性（sec）
尿8-0HdG(ng/ｍｇｏｆＣｒ）
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表５飲用試験時の栄養素等摂取量
ｺﾝﾄﾛｰﾙ群（n=27） 皮飲用群（､=29）
エネルギー１kcal）
たんぱく質（９）
脂質（９）
炭水化物（９）
ナトリウム（mg）
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栄養素等摂取壁は、３日間の食事調査を２回行なったものの平均値である。
数値は平均±標準偏差(３回測定)を示す。＄〆0.05,＊＊〆００１（Mann-Whilncy ＺＬｌｃｓｌ)． 
ピオーネ皮部を使ったジュースの健康への影響 3７ 
このピオーネ皮ジュースの飲用は、ＧＡＢＡ含量が多いことから、血圧の下降に役立つと思われる７)。
また、ヒトの体内で起こる種々の酸化ストレスにより生じる過酸化脂質の量は食事に含まれる抗酸
化化合物により調整されている８９)。体内に過酸化脂質が蓄積すると、老化およびがんの原因にな
りやすいことが報告されている10-12)。高い抗酸化活性をもつピオーネ皮ジュースの飲用は、過酸化
脂質の蓄積を予防することが期待される。
作製したジュース８週間の飲用試験の結果を表４に示す。飲用試験期間中に異常な症状を訴えた
被験者や、試験後の血液検査で血清ＡＳＴ活性の異常な上昇がみられた被験者はいなかった。皮飲用
群の加速度脈波、血中過酸化脂質、中性脂肪、HDL-コレステロール、血圧、尿中の8-0HdGなどの分
析値は、飲用前後と比較して、改善傾向がみられた。皮ジュース中のＧＡＢＡから期待された血圧の下
降は、被験者の血圧が正常なためか僅かであった’3)。皮ジュース中の抗酸化活性によると思われる
血中過酸化脂質濃度の低下8,9)、ＤＮＡ損傷の軽減による尿中の８－OHdG減少14)が見られた。加速度脈
波計から得られる加速度脈波、血管推定年齢について改善が見られた。加速度脈波は年齢以外に老
化、血圧などによって影響される’5)。従って、値の改善は皮ジュースの抗酸化活性による酸化リポ
タンパク質の減少とそれによる動脈硬化遅延効果に、ＧＡＢＡによる血圧の下降作用が加わったものと
説明できる。しかし、加速度脈波値以外は、コントロール群と比較して、有意の差が認められなか
ったことから、健康への効果については更に検討が必要であろう。また、体脂肪率、ＢＭＩ(データ不
掲載）、総コレステロール値などは皮飲用群とコントロール群の両方に増加がみられた。これらの増
加は季節的な影響（１０月から１２月に試験実施）によるものと思われる。
試験ジュースの味に対するアンケート調査ではピオーネ皮ジュースは、コントロールジュースに
比べて好評であり、若者の味覚嗜好に合っていることがわかった（図１）。これらのことは飽食の
時代と言われている現代にあっても、ピオーネ皮部の資源としての有効利用の可能性が示せたと考
えている。
現在は、ピオーネ皮の有効成分と機能性の解明、および、新しい食品、食材開発への基礎的研究
を行っている。
図１飲用したジュースの評価
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黒：コントロール群(n=27)、灰：皮飲用群(n=29）
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The effect of juice made from Pione grape-skin extract 
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(Received October 1, 2007; accepted November 2, 2007) 
For utilization of grape-skin, a little used byproduct of winemaking, we prepared a 
grape-skin extract from Pione grape-skin with aqueous ethanol and made a 
concentrated juice. We indicated that the juice contains plenty of amino acids and 
antioxidants. We also found that it is safe and beneficial for humans to consume. Most 
of the subjects reported that the juice made from Pione grape-skin extract is tasty. 
Keywords: Pione grape-skin; grape-skin juice; biomass; antioxidant activity. 
